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研究成果の概要（和文）：窒息事例を含むさまざまな法医解剖例の全身 CT 画像データの収集に

努め，300 例分取得することができた。これに本研究開始以前の画像データも合わせると合計

360 例分の解析可能な画像データとなった。これらデータを解析した結果，窒息死を含むさま

ざまな病態についての解析の結果をもとに，法医解剖における画像診断の重要性を明らかにし

た。今後も引き続き画像データの収集を続けるとともに，最終的に各種窒息に特徴的な画像所

見の発見やその診断方法の確立を目指す。 

 

研究成果の概要（英文）：We have scanned more than 300 forensic autopsy cases by 4-slice 

multi slice CT scanner including many cases of asphyxia. They are going to be 360 cases 

since we had another 60 cases before this research. As a result of analysis of these data, we 

have found a lot of utilities and importance of post mortem imaging in forensic field. 

 We continue to collect the images and our goal is to find and confirm the method for the 

diagnosis of various categories of asphyxia.  
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１．研究開始当初の背景 

 

 法医学分野において最も一般的で、なおか

つ正確な死体の検査方法は剖検であること

は間違いない。しかしながら本邦における剖

検率は世界的に見ても非常に低く、先進国の
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中では最低水準である。また、ここ数年、世

界各地で死体に画像診断を応用しようとい

う動きが活発化し、我が国でも用途を法医学

に限定したコンピュータ断層撮像装置（CT）

を設置する施設が出てきた。法医学分野にお

ける画像研究のはじまりは、スイスのベルン

大学であり、この施設で行われている

Virtopsy(virtual autopsy、仮想解剖)は最も

先進的で、独創的な研究プロジェクトである。

これは解剖予定の死体に対し、CT だけでな

く物体表面スキャナ等を応用した画像検査

等を行い、死因を究明だけでなく、事故や事

件の再現まで行う考え方である。一方、オー

ストラリアのビクトリア法医学研究所

（Victorian Institute of Forensic Medicine、

VIFM）では、年間約 5,000 体の非自然死（異

状死）例の全てに対し、全身の CT 撮像を行

い、死因究明等に役立てており、既に日常の

法医学実務の中に CT が無くてはならない存

在となっている。 

本邦においては、「死亡時画像病理診断（オ

ートプシー・イメージング、Autopsy imaging、 

Ai、 以下エーアイ）」と呼ばれる死亡時画像

検索の考え方がある。これは剖検に先行して

CT を中心とした画像検査を行うことによっ

て、剖検診断をより正確なものに導こうとい

う考え方である。2004 年には、エーアイ学

会が設立され、申請者を含め、多くの病理医、

法医、放射線科医、救急医らが加入し、本邦

におけるエーアイの普及に尽力し、主に救急

現場や病理解剖において、施行の場が広がり

つつある。その結果、エーアイの有用性につ

いて、これまでにいくつかの報告がなされて

いる。しかしながら、国内の法医学機関につ

いてはエーアイ実施施設はまだ限られてい

る上、症例数も少ないため、法医診断学上重

要な病態（例：窒息、多発外傷、溺水等）に

おける一般的画像所見および画像診断方法

を知りたい場合でも、具体的にその所見を知

る手段が極めて限られているのが現状であ

る。そこで申請者は、この問題点を改善する

ことを目的として、ある特定の病態における

死後 CT 画像所見を解析するため、本研究を

計画した。そしてその特定の病態として「窒

息死」を選択した。 

申請者は、これまで法医学者として肉眼所見

および病理組織を用いた通常の解剖に加え、

平成 18～19 年度科学研究費補助金若手研究

(B)「デジタルイメージングによる画像解剖の

法医診断確立への応用」において、法医解剖

に単純 X 線写真撮像を応用し、その有用性を

明らかにした。 

そして、申請者は、上記研究を発展させるた

め、より高度な画像診断技術の習得を目的と

して、平成17年にはベルン大学でのVirtopsy

講習会に参加した。また平成 20 年 6 月から

平成 21 年 3 月までビクトリア法医学研究所

へ客員研究員として留学し、法医放射線学の

基礎となる、法医学分野における死後 CT に

ついての研究を行った。その間、同施設の法

医放射線学者 Chris O’Donnnell 氏の指導の

下、約 1,000 例の死後 CT 画像読影を行った

経験を持つ。 

さらに、申請者はこれまでにも窒息死におけ

る研究を行った成果があるが（研究業績，論

文 1）、この研究成果を発展させる上でも本研

究で解析する特定の病態を「窒息死」とした。 

 

２．研究の目的 

 本研究は、法医学分野の症例について、死

後 CT 画像を用い、窒息死の病態解明を行う

ことを目的とする。食物誤嚥による窒息死の

ほか、縊頚、絞頚、扼頚、溺水などその他の

窒息事例についても詳細な画像解析を行う

ことにより、法医診断学における新たな窒息

死の診断手段の確立を目指すことを目的と

する。 

 

３．研究の方法 

 

 昨今世界的に急速に普及しつつある死後

画像の分野に関する研究である。本研究は、

法医学分野の症例について、死後 CT 画像を

用い、窒息死の病態解明を行うことを目的と

する。これまでに申請者が解明した「食物誤

嚥による窒息死の画像所見」のみならず、縊

頚、絞頚、扼頚などその他の窒息事例につい

ても詳細な画像解析を行うことにより、法医

診断学における新たな窒息死の診断手段の

確立を目指す。 

 具体的には，当教室で行われる法医解剖遺

体を対象とし，4列マルチスライス CTを用い



 

 

て，全身撮像を行った。画像データは 3次元

画像配信システム（アクエリアスネット）を

用いて，二次元および三次元の立体画像の再

構成を行い，詳細な画像解析を行う。 

 

４．研究成果 

 

 窒息事例を含むさまざまな法医解剖例の

全身 CT 画像データの収集に努め，これまで

に 300例分取得することができた。これに本

研究開始以前の画像データも合わせると合

計 360例分の解析可能な画像データとなった。

さらに，昨年度提供を受けた海外の研究協力

者からの画像データも加え，解析を行った。 

その結果，窒息死を含むさまざまな病態につ

いての解析の結果をもとに，法医解剖におけ

る画像診断の重要性を明らかにした。  

具体的には，以下の者が挙げられる。 

 

（１）3D再構築を用いて複雑な損傷を容易に

ビジュアル化できる。 

このことにより，通常の解剖ではアプローチ

しない部分の骨折も容易に描出できる 

 

（２）計画的な解剖が可能になる。 

あらかじめ体内の病変が分かっていると執

刀医は安心して解剖を行える。 

 

（３）解剖よりも診断能力に優れる病態があ

る。 

低吸収である気体や高吸収である金属等が

が関わる病態は特に診断能力が高い。 

 

（４）解剖の必要性の判断材料になる。 

死体検案時に CT 撮影を行えば，解剖を回避

できる症例が少なからず存在する。 

 

（５）解剖前の状態を撮像できる。 

事件性のある遺体を扱う法医解剖では極め

て有効性が高い。 

 

（６）データの永久保存が可能。 

解剖後に遺体を火葬する我が国では，画像デ

ータが公判に役立つことがある。 

 

（７）個人識別に利用できる。 

大規模災害などに活用可能である。 

 

（８）解剖執刀医の危険が防止できる。 

鋭利な金属が体内に存在する事例などをあ

らかじめ確認可能である。 

 

（９）非医療関係者への説明に利用可能 

裁判員裁判には極めて有用である。 

 

（１０）全体像の把握が容易である。 

局所の所見にとらわれがちな解剖とは異な

った視点で事例を得検討できる。 

 

以上のように多数の有用性があることを明

らかにした。 

 

 今後も引き続き画像データの収集を続け

るとともに，最終的に各種窒息に特徴的な画

像所見の発見やその診断方法の確立を目指

す。 
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